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学生の居住地選択の嗜好に基づ く居住環境評価に関する基礎的研究

A Study on Evaluation of Living Environment by Students' Preferences in Residences

鶴 崎 直 樹*,坂 井 猛**,上 野 武***,有 馬 隆 文*

Naoki TSURUSAKI, Takeru  SAKAI, Takeshi UENO and Takafumi ARIMA

The purpose of this paper was to construct a living quarters environment evaluation method by surveying students' 

preferences in residences and to apply the evaluation method to the Kyushu University Hakozaki campus so as to 
inspect the method's efficacy and applicability to a new campus. The obtained results included: 1) information about 

preferences in residence selection by students attending Kyushu University. 2) proof of efficacy from the viewpoint 
of students in the Kyushu University Hakozaki area and the creation of an evaluation method for student quarters 

living environment.
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1.研 究の背景 と目的

少子高齢化による学生数の減少,国 立大学法人化

な ど日本の大学を取 り巻 く状況は大 きな転換期 を迎
えている.大 学の魅力を高めるために,学 術面におけ

る教育 ・研究 システムを発展させるだけでなく,大 学

に関わる学生や教職員の生活環境を近年のニーズを

ふ まえて整備することが必要不可欠となってきて い

る.海 外では,学 生の生活環境を重視 して,多 くの大

学が主体的に学内外で学生や教職員の居住施設を計

画 している.… 方,日 本の大学では,学 生の居住施設

が質量とも十分に計画されている事例 は少な い.大

学生活を評価する際に居住環境は重要な要素であ り,

周辺 自治体 と大学が協働 し,よ り良い環境作 りを検

討する必要がある.

本研究 は,九 州大学箱崎キャンパス及び新キ ャン
パスの周辺地域 を対象 として,学 生の視点による居

住環境の評価方法を構築する ことを目的とする.

とつ く学生居住施設計画の実態 を把握 し,日 本の学

生居住環境の整備に関する必要性 について考察する.
つぎに,九 州大学箱崎キャンパス周辺地区を対象地

域 とする学生1,500人 を対象 とした学生居住環境の嗜

好 に関するアンケー ト調査 を行 い,そ の傾向を把握

する.ま た,地 理情報システムを用いて,立 地する居

住施設や利便施設等 に関す るデー タを作成す る.さ
らに,ア ンケー ト調査における評価に基づき学生居

住環境の評価方法を構築 し,箱 崎キ ャンパス周辺に

2.研 究の方法

本 研究 は,ま ず,米 国等 の 大学 キ ャンパ ス ・マ ス

タープ ラン(以 下,CMP)の 分析 および現地調査 に も
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表 一1被 験者の属性一学年 表一2被 験者の属性 一専門

表一3日常生活の中で重要視する項目 表一4居住地決定の際に重要視する項 目

おける現況の学生居住実態 との比較を行 う.最 後に,

構築した評価方法 を用 いて,新 キャンパス周辺地区
の居住環境に関 して作成 した地理情報データをもと

に,新 キ ャ ンパス周辺 の居住 環境の評価 を試み る
（図一1).

3.米 国等の学生居住施設計画 とわが国の課題

米国等のCMPを 対象とした既往の研究注1〕および大

学キャンパス計画 に関す るヒアリング調査注2}から,

学生の居住環境に関する以下のような知見 を得た.
近年,米 国では戦後の出生率の推移によ り,学 生数
の増加が見 られる.こ の増加傾向は今後も続 くこと

が予測 されてお り,大 学定員増な どの対応 に迫 られ

ている点は,18歳 人 口が減少傾向に転 じ,大 学全入

時代を迎 えるわが国とは大きく異なる.

米国での居住施設計画においては,生 活様態 の異

なる低学年,高 学年,大 学院生の居住環境への要求に

対応 した居住施設の計画や空間区分が図 られている.

特に第1学 次の学生の住居 を研究教育施設 に近接 し
た場所に配置するな ど教育面の手厚い配慮が伺える.

運営面では,こ れ までの大学独 自の運営方式に加
え,キ ャンパス内またはキ ャンパス外部の大学所有

の土地で民間業者やNPOが 運営するものな どがあ り,

学生の居住環境に関する要求の把握に努めるととも
に,地 域の住宅市場との連携や地域コミュニティとの

友好的共存を図るための継続的協議を実施 している.

計画面では,学 生居住施設か らキャンパスの中心的
な研究教育施設や運動 ・レク リエー ション施設への

近接性 を高め,日 常生活 における利便性の向上に配

慮 した事例が多 く見 られる.

日本では少子高齢化 とともに,学 生 一人に対 し負

担 される教育費は増加傾向にあるものの,学 生の要

求に応えた居住環境の整備が進 んでいるとはいえな
い.こ れは,研 究教育施設の量的整備と老朽化への対

応が優先され,居 住環境整備に関しては,経 済的理由
により修学困難な学生や留学生に限定 した学生宿舎

の整備にとどめ,そ れ以外の殆 どを学生のための宿

舎整備を民間の市場原理に任せて きた大学と国の事
情によるものと考え られる.

4.学 生の居住地選択の嗜好

4-1意 識調査 にみ る学生 の居住 地へ の嗜好

学 生居 住 施設 の 整備 にお いて は,学 生 の居 住 地選

択要因 とそ の傾向 を掴 む必要が ある.そ こで,九 州大

学 の学 生 を対 象 と して,キ ャ ンパ ス 及び そ の周 辺 の

空 間の嗜 好 に関す るア ンケー ト調査 を実 施 した.

1)調 査期 間:2002年9月 ～10月 実施

2)調 査対象:九 州 大学 箱崎キ ャンパ ス を利用 す る学

部,大 学 院修 士 およ び博士 課 程 の学 生

3)ア ンケ ー ト調査 の 内容:キ ャンパ ス及びそ の周 辺

空 間 の嗜好 につ いて 明 らか にす る ため,① 被験 者 の

属性(性 別,学 年,現 住所 等),② キャ ンパス周辺 の居

住 ・まち に関す る こと(居 住 地決定 に重視 す る事項,

居住 ス タイル と施設 の嗜好等),③ キ ャ ンパ ス内空 間

の嗜好 に関する こと(休 憩行為 の形態,好 ま しい現 空

間お よび空 間像,休 憩 地選択 の判 断要素 等)と した.

4-2分 析結果

1)被 験者 の属性

配布 したア ンケー ト調 査表1,500部 に対す る回収 数

は,1,062(回 収 率71.0%)で あ り,こ れ は,九 州大



図一2居 住地の周辺に求める生活利便施設

学 箱崎キ ャンパス を利用す る総学生数13,347人 の約

8%に 相 当す る.ア ンケー トで回答 を得た学 生 と実 際

に箱 崎キ ャ ンパ ス を利 用す る学 生 の構 成 比 とを比 較

す る と,男 女 間 に は多 少誤 差が 見 られ るが,学 部 生

(1・2年 生+3・4年 生)と 大学 院生(修 士課 程+博 士

課 程)の 比は ほぼ同 じで ある(表-1,表 一2).

2)日 常生 活で重 視す る事項

学 生が 日常 生活 の 中で重 視す る事項(睡 眠 時 間以

外)は,「 大学で の研 究や講 義」(544人,51.2%)が

最 も多 く,「 友達 との趣味 ・娯楽等 」(171人,16.1%),
「一人 での趣味 ・娯 楽等」(134人,12 .6%),「 サー ク

ル ・部活」(119人,11.2%),「 アルバイ ト」(34人,

3.2%)が 続 いて いる(表 一3).性 別で みて もほぼ同様

の傾 向で あ る.

3)住 宅家賃

家賃 に関す る上 限は,全 体では 「4.5～5.0万/月 」

(295人,28.1%)が 最 も多 く,次 は,「4.0～4.5万

/月 」(241人,23.0%)で あ り,合 わせて全体 の約51%

を占め ている.そ して,家 賃 が5.0万 円以下 の範囲の

居住施 設 に学 生の約81.4%が 入居 してい る ことよ り,

居住 地選 択 にお ける 家賃 の影 響 を読 み取 る ことが で

きる.

4)居 住 する 「ま ち」 決定 の条件

被 験者 が居 住す る 「まち」注3}を決定 す る際 の条件

につ いてみる と,「 大学 までの距離」(448人,42.8%)

が最 も多 く,「 治安」(231人,21.8%),「 駅 ・バ ス停

か らの距離」(134人,12.6%),「 生活利便 施設の集積」

(95人,8.9%),「 まちの雰 囲気」(57人,5.4%),「 都心

まで の所要時 間」(42人,4.0%)が 続 いて いる.ま ち

の 景観 や ま ちの人 との コ ミュニ ケー シ ョンの と りや

す さ とい った ものよ りも,物 理 的な 便利 さを求 め る

傾向 にある ことがわ かる.男 女別で は,共 に 「大学 ま

での距離」(男子:356人,44.1%,女 子:92人,38.7%)

が最 も多 いが,男 子で は,「 生活利便施設 の集 積」(78

人,9.7%)や 「都心 までの所 要時間」(41人,5.1%)

等の物理 的な便利 さを選 んだ者が多 い こと,… 方,女

子で は 「治安」(82人,34.5%)が 多 い ことが特 徴 と

して挙 げ られ る(表 一4).

表一5大 学からの距離帯別居住学生数

図一3箱 崎キャンパス周辺の調査対象街区

5)居 住 地周 辺へ の近接 を望 む施設

居住 地 周 辺へ の近 接 を望 む施 設 に つ いて み る と,

「コン ビニ」(422人)が 最 も多 く,「 スーパ ーマーケ ッ

ト」(364人),「 駅 ・バス停」(128人),「 銀行 ・郵 便局」

(35人),「 食事処」(28人,2.7%)を 挙げて いる(図 一2).

5.九 州大 学箱 崎地 区の学 生居住地 の現況 調査

ア ンケ ー ト調 査 結 果 を 踏 まえ,九 州 大 学 の 箱 崎

キ ャ ンパ ス周 辺 地 域 に つ いて,「 大学 まで の距 離 」,

「生活利 便施設 の集 積」,「都心 まで の所要時 間」 を調

査 し,居 住環境 に関す る箱 崎地 区の現 況 を把 握す る.

5-1調 査対象 地

九 州大 学 の部 局事 務 室 にお いて 管理 されて い る学

生カー ドの全集 調査(2001年12月 実施)に よる と,

得 られた学 生数12,512人 の うち4,258人(男 子 学生

3,364人,女 子 学生894人)が,箱 崎キ ャ ンパス 内記

念講堂 を起 点 とす る2kmの 範 囲に居住 して お り,lkm

以 内 の範囲 に約80%の 学 生が居住 して いる(表 一5).

この ことよ り,分 析対象 と して大学か らlkmの 範囲 を

包含 し,学 生が居住す る526街 区 を選定 した(図 一3}.

5-2大 学 まで の距離

各街区 と大学(箱 崎 キャ ンパス内記念講堂)ま で の直

線 距離 を地 図上で 計測 し,分 析 をお こな った と ころ,

箱崎キ ャンパス周辺 で最 も近 いのは,箱 崎6丁 目,箱

崎3丁 目,筥 松3丁 目の街 区であ り約300mで ある.最

遠 の もの は 松 田3丁 目 に分 布 す る街 区で あ り,約










